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トウヨウミツパテの養蜂

HossainandSharif(1988)はチックゴン県

北部 ミルサライ地区の養蜂植物を詳しく調査し

て報告している.栽培植物と野生植物を合わせ

て全 141種が挙げられているが,これはバング

ラデシュの国土が養蜂振興について大きな可能

性を持つことを示している.さらにこれらの植

物を訪花 したミツバチ種の約80%が トウヨウ

ミツバチであったという.

Hossainetal.(1989)は同地区のトウヨウ

ミツバチのハチミツ生産について調査 してい

る.ハチミツの生産は4-5月がピークで,12

-2月は欠乏期である.流蜜期には市場で通用

する良質なハチミツが1群あたり3-5kg収

穫される. トウヨウミツパテは野生のものが多

数生息し,容易にこれをとらえて飼い始められ

る. 自然巣では-巣あたりのハチミツ収量は2

-6kgであるが,8枚巣板のニュートン巣箱な

ら1群で流蜜期には毎週2kgの-チミツが採

れる.

彼らはミルサライ地区で, トウヨウミツバチ

が訪花する22種 (属)の植物を記録している.

主要な蜜源植物としてあげられたものはサガリ

バナの一種Barringtoniaacutangula,フトモ

モの一種Syzigium fruticosum,ムラサキフト

モモS.cumini,シトロンCitrusmedica,ナツ

メの一種Zizyphusmauritiana,ワサビノキの

一種Moringasp.などである.

バングラデシュの地域環境や風土に即した,

かつ効率のよい蜂群管理方法を確立するために

は,これまでにも指摘されてきたように,まず

現地でミツバチの訪花植物を調べる必要がある

(IBRA,1985). これを基に養蜂植物カレンダ

ーなどを作成し,そのような裏付けを得ながら

ミツバチ飼養を進めたときにはじめて,商業養

蜂や養蜂普及事業を成功に導くことができる.

アジア各国における土地の有効利用という観

点から見て,バングラデシュは大きく後れをと

っているが,反対に,多様な在来植物が茂る,

手つかずの広大な土地が,膨大な数の蜂の生息

を支えているといえる.国内各地の森林,農耕

地,果樹園なども養蜂適地である.南西部のス

ンダルパン (ベンガル語ではシュンドルボンと

発音:｢美しい森｣の意)湿地帯,チックゴン丘

陵,東北部シレット地方,バーワル,モドゥプ

ールの各地方に広がる森林地帯などは養蜂にと

って極めて有望な土地といえる,

セイヨウミツバチの養蜂

セイヨウミツバチは,ヨーロッパを起源とす

る導入種であるが,これを用いたハチミツ生産

とポリネーション利用の需要が大きくなってい

る.国内の養蜂家, ミツバチ繁殖業者ともに,

セイヨウミツバチの優れた点,つまり扱いやす

く,ハチミツ生産に適していて,より多くの利

益を上げられる点を指摘する.バングラデシュ

ではセイヨウミツバチの人工授精による,優良

系統選抜育種がいくつかの組織によって試みら

れたが,未だ成功に至っていない.屋外の蜂群

増殖は現在各地で広く行われている.

信頼すべき筋の情報によれば,セイヨウミツ

バチは年間 1群あたり80kgの-チミツを生

産できるという.これは生産者価格でも約

16,000タカ (約32,000円)に相当する.国民

1人当たりの国内総生産 (GDP)が約340ドル

(1997年 )のバングラデシュにおいて.村落地

域の婦人がこれまでの収入に加えて,これだけ

の現金を手にすることができるなら,これはも

う大きな稼ぎだといえる,

養蜂普及事業

今年 5月に国営テレビが,中小企業振興協同

組合主催の養蜂普及事業の模様を伝えた.この

事業では同協同組合が養蜂研修を行い,研修参

加者には自宅で養蜂が始められるように巣箱と

蜂群を分与するというものである.このような

タイプの養蜂事業は,バングラデシュではごく

最近始まった取り組みであるが,特に村落地域

を中心に,次第に多くの人々に受け入れられつ

つある.

ミツバチを年間を通じて飼養するためには,

ミツバチが採餌に訪れる養蜂植物をよく知る必

要がある.養蜂家が参照利用できるように,秦



蜂植物を中心とした調査が進められている

(Hossaineta1.,1989;Pashaeta1.,1991;

Hannan,inpreparation).これまでの調査か

らバングラデシュのミツバチの置かれた状況

が,かなり悪化していることが明らかになっ

た.全国で進行中の環境破壊 (生息地の破壊,

餌資源,営巣場所の破壊,生息地への人間の侵

入,殺虫剤 ･農薬の使用,各種汚染など)がそ

の原因である.

もっと早期に,村落地域の人々を対象とした

ミツバチの飼い方,-チミツ生産技術,さらに

ミツバチを自分が育てる農作物の送粉に利用す

る方法などを伝える研修事業が十分行えたな

ら,養蜂がバングラデシュの農業生産,経宿の

健全な向上に,相当大きく寄与できたのではな

いかと悔やまれる.

ミツパテ生産物

採集方法 :ミツバチは多様に役立っ有用昆虫

である.バングラデシュでも養蜂の重要性,自

然に対する寄与の大きさが広く理解されるべき

時期に来ている.養蜂自体も地域の実情に即し

た改良された技術を開発しなければならない.

村落地域の人々がミツパテ生産物を採集する方

法は2つある.1)野生巣の巣板を切り出し,ハ

チミツを巣板から絞り出す,巣板の残りから蜂

ろうを精製する.2)蜂群が去った後に残され

た空の巣板 (蜂ろうだけ)を切り取って乾燥し,

利用あるいは販売する (図3).

ハニーハンターは煙を使って蜂を追いはら

い,巣板を切り出すが,今の方法では,そのコ

ロニーの多くの働き蜂や幼虫を殺して,群を弱

体化させ,壊滅させることになる.しかし彼ら

には次の収穫のために蜂群を守ろうとする意識

はないようだ.

-チミツ:現在も野生巣からの採集が大半を

占めろ.森林省管轄下の各地の森林内で,管理

基準に基づき採集される.商業養蜂はわずか

で,その-チミツ生産量は限られる.

南西部クルナ県一帯に広がるスンダルパン湿

地帯は,つい最近までまったく人手が加わらな

かった原生林で,世界最大のマングローブ林地

図3 オオミツバチの巣を乾燥させる

帯だが,ここで-ニー-ンクーが採集する-チ

ミツは生産量が最も多く,国内で広く販売され

ている.1957-1977年の問,スンダルパン地

方からは毎年 173tが生産されたとの記録があ

る (UNESCO,1978).地域内では他にNGO

やその他の団体が養蜂支援事業を行っており,

巣箱による飼養管理で-チミツを生産してい

る.その-チミツは市場に出荷されず,独自経

路で顧客に販売されている.

蜂ろう:-チミツと同様の方法で野生巣から

採集されたものがほとんどで,巣箱内の群の蜂

ろうは市場にでない.蜂ろうは養蜂で用いる巣

礎の素材として利用される.紙製,プラスチッ

ク製の巣礎はまったく使われていない.

プロポリス :プロポリス抽出液は知られてい

ない.巣箱で飼養される蜂群の巣枠へのプロポ

リスの付着は確認されている.ねばねばしたの

りのような物質で,色は濃い赤から暗赤色.ア

ピセラピー関連の需要が考えられるが,まだ販

売目的の収集は始まっていない.

ローヤルゼリー :バングラデシュでは現在のと

ころ生産されていない.

花粉 :巣箱からの花粉収集はまだ行われてい

ないが,ミツパテが花から持ち帰る花粉荷を効

率よく収集する方法を,熱心な研究者が検討中

である.

花粉媒介 :ごく限られた作物や果樹に対して

ミツバチの巣箱を導入する方法だけが知られて

いる.現状では,ナタネBrassicaspp.,マンゴ

ーMangiferaindica, ライチーLitchichine-

nsisなどが対象作物である,ポリネ一夕-の利
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用と作物生産に与える効果は,まだ村落地域住

民には充分には理解されていない,

蜂毒 :これもアピセラピーでその薬理作用が

利用される重要なミツバチ生産物であるが,バ

ングラデシュでは生産,利用されていない.

生産物の利用

世界の他の人々と同じく,バングラデシュの

人々にとっても,-チミツは副次的な食品であ

あて,他の食品や飲み物と一緒に摂取されるこ

とが多い.ほかに伝統医療の中でもハチミツは

幅広く利用されている.

蜂ろうは日常生活に深 く根ざした種々の利用

法,例えば,家具のつや出し剤,ロウソク材料,

雌びき紙などがある.村落地域の人々が集め,

精製 したろうは仲買商人に売られるが,流通量

が大変少なく,出荷があるとその都度処理され

る.一般市場には蜂ろうは通常出回わらない.

ハチミツの価格が一番高いのは- リナンバチ

とコミツバチのもので,他種のハチミツは,蜂

の種類ではなく,蜜源によって価格が決まる.

Pashaetal.(1991)によれば,味の良い最上

の-チミツはスンダルパンでとれるツノミヒル

ギ属 (ヤブコウジ科)の一種 Aegiceroscor-

niculatum)現地名 "khalshi"のものである.

透明で特徴ある味と香りを持つハチミツで,室

温ではゆっくりだが,4℃では急速に結晶化が

進む.この-チミツはかなり高価なものとなる

まとめ

バングラデシュで養蜂を大きな,成功 した産

業に育成することは,決 して不可能ではない.

我が国の気候,環境に即 した,持続可能な養蜂

形態を開発すれば, ミツパテの周年飼養が順調

に行えるようになろう.

村落地域に養蜂を取り入れると,地域の人々

に次のようなメリットがある.

1.-チミツ生産が増加する,2.農作物 (果樹,

穀物,疏菜など)の生産が向上する,3.収入源

が多様になる,4.就労機会が増加する.
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InBangladeshalittleeffortwasmadeonthe

productionofhoneycommercially.Thereare

only few privateorganizationsthatproduce

honeyandmarketitthroughtheirownentre-

preneurs.Though theuseofwaxhashigh

demand,nonetheless,theproduction lSVery

smallinamount.Onlyfewpeopleusebeesfor

pollinationoftheircropsotherwisenoneuseslt

forthispurpose.Propolishasnouseandthe

productionofitisnotknownuntilrecentlyin

thisarena.


